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「小さな自然再生」現地研修会（第 26 回）開催報告 
 

2024 年 11 月 3 日（日）兵庫県上郡町・千種川 
 

【主催】千種川圏域清流づくり委員会 

「小さな自然再⽣」研究会 ／ ⽇本河川・流域再⽣ネットワーク 

【協⼒】兵庫県⻄播磨県⺠局光都⼟⽊事務所 ／ 上郡町 ／ 千種川漁業協同組合   

     公益財団法人リバーフロント研究所 

開会挨拶 ワークショップ 座学研修  現地踏査 

公益財団法人河川財団による河川基⾦の助成を受けています。 
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「小さな自然再⽣」現地研修会（第 26 回） 

開催報告 

2024 年 11 月 3 日（日）兵庫県上郡町・千種川 

はじめに 

兵庫県上郡町を流れる千種川において、「小さな自然再生でかつての千種川を取り戻そ

う」をテーマに、千種川の河道内に形成された⼆次流路を生物の生息・生育・繁殖の場とす

るとともに、地域の環境教育や川遊びの拠点としていくためにできる取組について、参加者

でアイデアを交換しました。 

この開催報告は、研修会の参加者とともに学び議論した内容の⼀部を、当日の写真を中⼼

に皆様にご紹介するものです。 

本研修会にご参加、またご協⼒頂きましたの皆様に厚く御礼申し上げます。 

 

2025 年 3 月 

日本河川・流域再生ネットワーク(JRRN) 



 2 

「
小

さ
な

自
然

再
生

」
現

地
研

修
会

（
第

26
回

）
開

催
報

告
 |

  2
02

5/
3 

開催概要 

 開催日時︓ 2024 年 11 月 3 日（日） 10︓00〜16︓00 

 開催場所︓ 兵庫県赤穂郡上郡町  <座学︓上郡町⽴赤松地区公⺠館／現地︓千種川＞ 

 参加者︓  44 名 

 主 催︓ 千種川圏域清流づくり委員会 

「小さな自然再生」研究会 ／ 日本河川・流域再生ネットワーク 

 協 ⼒︓ 兵庫県⻄播磨県⺠局光都⼟⽊事務所 ／ 上郡町 ／ 千種川漁業協同組合   

公益財団法人リバーフロント研究所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 
（9:30-12:00）⼆次流路を⽣物の⽣息・⽣育・繁殖の場とするための座学研修  

- 開会挨拶 

- 千種川の環境に関する取り組み 

（横山 正︓千種川圏域清流づくり委員会 ネットワーク部会⻑） 

- 小さな自然再生のすすめ 〜千種川でできることはたくさんある〜 

      （三橋 弘宗︓兵庫県⽴ 人と自然の博物館） 

- 千種川水系における小さな自然再生事業の実践と今後の展開について 

（梶島佑太︓兵庫県 ⻄播磨県⺠局 光都⼟⽊事務所） 

（12:00〜13:00） 昼 食   

（13:00〜16:00） ⼩さな⾃然再⽣ワークショップ〜⼆次流路でのエコアップを考える 

- 千種川の現地踏査 

- ⼆次流路のエコアップに向けてできることを考える 

  ■現地技術指導︓三橋弘宗（同上）、岩瀬晴夫（株式会社北海道技術コンサルタント） 

（16:00） 閉 会 
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開会挨拶 

 

 

主催・協⼒団体を代表して、千種川圏域清流づくり委員会のネットワーク部会⻑をお務めの横山正さ

んより、本研修会の開催経緯や趣旨の説明を⾏いました。 
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座学研修 

 

 

 

 

  

千種川の環境に関する取り組み 

（横山 正︓千種川圏域清流づくり委員会 ネットワーク部会⻑） 
 千種川流域での⼤きな流れ 

 千種川プライドの根幹〜千種川の川漁文化と漁協の存在〜 

 千種川圏域清流づくり委員会〜兵庫県と流域住⺠との連携〜 

 次のテーマに向けて〜千種川をふるさとの誇りとして心にとめられるか〜 

⇒ 講演資料は巻末「参考資料」を参照 
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小さな自然再⽣のすすめ 〜千種川でできることはたくさんある〜 

（三橋 弘宗︓兵庫県⽴ 人と自然の博物館） 
 ⼩規模技術はなぜ⼤切か︖ 

 先達の取り組み事例 

 ⼩さな技術でも、トリガーは弾ける 

 生物多様性の状況（国内外の動向） 

 ⼩さな自然再生とは 
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千種川水系における小さな自然再⽣事業の実践と今後の展開について 

（梶島佑太︓兵庫県 ⻄播磨県⺠局 光都土木事務所） 
 千種川水系の特徴 

 ⼩さな自然再生実施の背景 

 実施した⼩さな自然再生事業 

 今後の展開 
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昼食 

昼食では、千種川の恵みの幸であるモクズガニ汁や地元素材のお弁当を堪能しました。 
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小さな自然再生ワークショップ（午後） 

テーマ︓「⼆次流路でのエコアップを考える」 
 

午前の座学では、千種川流域における市⺠や⾏政による河川環境改善に向けた取組みや、⼩さな⾃

然再⽣の概要と実施事例など計 3 題の話題を提供頂きました。 

この午前の学びを踏まえ、当初プログラムでは、座学会場前の千種川の⼆次流路をフィールドに、⽔路

掘削や湧⽔スポット保全、多様な流れの場の創出などの⼩さな⾃然再⽣の実践活動を予定しておりまし

たが、前⽇からの降⾬による出⽔のため川の中での活動は断念し、現地踏査と室内プログラムからなるワー

クショップに切り替えて開催しました。 

 

 

 
 

 

 

千種川へ向けてスタート 
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 【千種川の現地踏査】 
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右岸側の⼆次流路を観察しながら生物環境や物理環境の特徴を学ぶ 
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アユ漁の⽊船と千種川産のアユ 
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【室内意⾒交換会】 

 

 
⼆次流路の水量を安定的に確保し豊かな環境とするためのアイデアを交換 
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⼆次流路の水量を安定的に確保するための縦横断平面の特徴の解説 
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⼆次流路でのエコアップを考えるポイントメモ 
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研修会開催後の現地の取組みと今後の予定（フォローアップ活動） 

 研修会の意⾒交換会で出された「⼆次流路の⽔量を安定的に確保するためにバーブ⼯をつくっ

ても、その効果が分からない」「バーブ⼯を造った場合の砂州のシミュレーションを⾏うことを検

討しよう」等の意⾒を踏まえ、現地関係者が中心となり研修会開催後に次の様な取組みを実施しました。 

 

 兵庫県⻄播磨県⺠局光都⼟⽊事務所が、滋賀県⽴⼤学・瀧健太郎教授を講師に、地元の上郡

高校⽣を交えた河床変動ソフト（iRIC）の勉強会を開催（2024 年 12 月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「⼩さな⾃然再⽣」現地研修会に参加した上郡高校⽣が、河床変動ソフト（iRIC）によるバーブ工と

砂州のシミュレーションを実施（2025 年 2〜3 月） 

 来年度設置予定のバーブ工の効果を把握するための予備調査として、千種川圏域清流づくり委員会

メンバーも支援しながら、上郡高校地域環境科が施工予定場所で⽔⽣⽣物調査を定期実施

（2025 年 3 月〜 毎月開催予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の取組みを踏まえ、今後は研修会に参加した地元の上郡高校、主催者である千種川圏域清流

づくり委員会、河川管理者である兵庫県⻄播磨県⺠局光都⼟⽊事務所が連携し、2025 年度（令和

7 年度）にバーブ工の現地施工を⾏う予定です。 
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参考資料 1（座学研修の講義資料） 

千種川の環境に関する取り組み 講演資料（1/2） 
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千種川の環境に関する取り組み 講演資料（2/2） 
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参考資料 2－参加者募集チラシ（表面） 
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※JRRN 事務局は、公益財団法人リバーフロント研究所が公益を目的に運営を担っています。 

 

「小さな自然再⽣」現地研修会（第 26 回）開催報告 
〜  2024年11月3日（日）兵庫県上郡町・千種川 〜 

2025年3月24日 
【発⾏】 

日本河川・流域再生ネットワーク（JRRN） 

〒104-0033 東京都中央区新川 1 丁目 17 番 24 号  ＮＭＦ茅場町ビル 7 階 

公益財団法人リバーフロント研究所 内 

電話:03-6228-3861  Fax: 03-3523-0640 

E-mail: info@a-rr.net 
URL: http://www.a-rr.net/jp/ 
Facebook: https://www.facebook.com/JapanRRN  

 


